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ダイズ白 絹病の発生生態 と防除

独立行政法人農 業技術研究機構中央段 業総合研究センター 仲

は じ め に

ダ イ ズ 白網病は白絹病菌( Scl erotium ?' o!jsii) により

引き起こさ れる土壌伝染性の病 害である。 我が国で本病

の発生を最初に報告 し たのは吉野(1905) であり， 本病

は九州地方のダ イ ズ作での主要な病害の一つであると報

じ ている。 し か し ， 白絹病に関する研究の中ではダイ ズ

を対象と し た事例は極めて少なく， 我が固における本病

の分布， 発 生 や 被害の状況はこれまで不明であり， ま

た， 有効な防|徐対策も確立 さ れていなかった。 このよう

な中で， 197 8年か ら 実施 さ れた水田利 用 再編対策事 業

は ダ イ ズの作付け， とりわけ水回 転換畑における作付け

蘭積の拡大と連作を強力に押 し 進め， その結果， II去作後

数年に し て各種の立枯性病害( 白絹病や黒根腐病 など )

が大発生するに至った。 西 ら ( 1990) は転換�IIIでの立枯

性病筈の急増に対応 し て行った全国規模の発生実態調査

の中で， 千葉県をは じ め東海地方以西の西南l農地ダ イ ズ

作においては， 白絹病が主要な病害であることを明 ら か

に し た。 このため， これ ら の地域では， ダ イ ズの安定生

産 の上で本病への対策の確立が重要な課題となってい

る。

I 病原菌の発生生態

白絹病菌は多犯 性病菌と し て知 ら れ， 我が国では 62

科216種の植物を侵すことが報告 さ れており， 世 界的に

は約 100科500種以上の植物が寄主とし て知 ら れている

( A  yc(lCI'， 1966)。 本病は 7� 8月 の高 温多湿時に発生 し ，

特に西南暖地において多発する。 ダ イ ズ での発病は主と

して地際音 11であり， 一部 は地上部の若い茎や葉を侵 し て

そ こ に病斑を作ることが し ら れる。 発病は幼植物でも成

熟期の老植物でも起こり， 被害株は生育不良となり， 茎

Z震は急激に育枯状に枯れ上がるほか， 次第に黄変萎凋す

るとともに下葉か ら 垂下するようになり， 最終的にはお!i

死に至る (図一 1)。 また， 汚染図場では出芽前の種子の

発芽 ・ 生育阻害が土壊中で起こる(匡 卜2 ) ため， 出芽率

の大幅な低下が認め ら れる。 発病株の地|祭付 近は白色の

E菌 糸( 太 さ 約5� 9μ111 ) に誼 われ， 菌糸 はその 回 りの
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地面にも広がる。 菌そう表面には粟粒大( l �2 m m ) の

褐色・球形の菌核が多数形成 さ れる( 口絵参照 )。 本病

菌の生育可能な温度域は1O � 4 00Cとl幅広く， 28 � 320C 

で 特 に 生 育 が 良 好 で あ る。 ま た， 菌 糸 の 生 育 は

pI-I 5. 0� 6.5において良 好 で， 菌 核 は pI-I2. 6� 6. 0で

形成 さ れ， 特に pH 5. 0� 6. 0での形成が良好と さ れるo

本病菌の第一次伝染源は菌核であるが， 前年に形成 さ れ

た比較的新 し い菌核であっても土壌中に深 く 入り込んだ

場合は越冬中にほとんど死滅するため， 土壌表面の乾燥

しがちな部分に残存 し ている菌核が本病菌の伝染源と し

て重要な役割を果たす。 菌核は条件にもよるが土壌中で、

5� 6年間生存 することが知 ら れており， これが防除を

困難に し ている一因と考 え ら れる。 本菌は主に菌糸と菌

核の形で生活環を繰り返 し ている。 土壌表面近くの菌|核

図 ー 1 ダ イ ズ 自転j病の病徴 (地上部)
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図 - 2 白絹病に よ る ダイ ズ種子の発芽I阻害



ダ イ ズ |土 i布 Jj内の9G�I-:�I.íì!1 と IVi除 2 1 7  

は越冬後， 発育できる潟度 ・ 湿度条件になる と 新しい菌
糸をや11ばし， 周辺の有機物を利用して附殖し， やがてダ

イズへの伝入を開始する。

ダイ ズ栽培では， 除草およびダイ ズの倒伏防 止 や噌収

を目 的 に I j 1 *1卜 培ニ上が行われるが， 白 州病はその直後か

ら急激 に 発生する( 図-3 ) こ と が認め られ， 1日l様の現象

は ラ ッ カセイ 白絹病でも知られている。 これは， 杭土を

するこ と で気中1 1部分 に 盟 む膨軟な土壊がタ' イ ズ地際nll に

供給される結果， 土壌水分iiIが芭l の生育 に過した状態 と

なるこ と のほか地温が高まるため ( 付リ 11 ， 1 99 0) である

と 考えらる。 このため ， 前年に 自制病 の発生の著しか っ

た問場では培土を避けるこ と が必要である。 また， 本j:ii

の生1? と 土壊の環境条件 と の関連 に ついては， 材耕排|ド.水の良

い1砂沙質土壊 において本病I菌誼の生育は良』好了 (川{や付仲'1中lドlリ川11 . ，1 
1 995 ) でで‘あり， 土壌1:1 1 の粘土の制作がjW加し釧 水がf[fî;く

なるに伴い病原菌の発生が少ない傾向が認め ら れる。 こ

の剖 由 と して権藤( 1 9 64 ) は， .:1 -)夜湿度 5 0%以 l では

図 - 3 jj'f土 に よ る ダイ ズ 1I 制 i病の 発'1 状訓

イj : !�土区， 左 : J!t\t古土1><:

図 - 4 1' 1岩 i病菌i:':i 糸 の 変伴お よ び ダ イ ズ地際部 で の ま ん

g状iJc
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本菌に措抗する制�jの繁殖が!圧盛 と なるこ とを挙げてい

る。

白緋i病的ーは腐�能力に富 むため土壌中の稲わらや麦稗

な どの未熟有機物で繁殖し菌核を形成するこ と か ら， コ
ン ニ ャ ク 白網病では未熟有機物の多祉施用 に より被害は

拡大するこ と が知 られる。 水田利用再編時のム ギーダイ

ズ栽常体 系では， 前作の麦稗を圏場の地力維持を 目 的に

全品岡場 に還元した結果， 後作のダイズで白絹病が大発

生して問題 と なった( 千葉， 1 9 86: 原 因 ， 1 9 87 ; 仲川，

1 99 0)。 この原岡 と しては麦稗処理 に より地表面 の水分

条件( 湿度) が病 原菌の生育に 好適 と なる と と もに ， 麦

科か ら 溶け出した水j特性の糖類( ブ ド ウ糖等 ) が， 繁殖

のた め の栄養源 と なる( 仲川， 1992) こ と が考えられ

た。 事実， 麦科処理岡場では白絹病産lの菌糸が麦科上で

繁勉しているこ と がよく観察された( 図- 4 )。 一般 に 麦

科な どの未熟有機物の園;場へのすき込みはダイ ズ 白 絹病

の発生を助長するた め ， 有機物の闘場への施用 に は注意

が必裂である。

白 制二i病の発生 と 有機物の種類 と の関連 に つ い て見る

と ， スイカ白絹病では， 敷わら と して稲わらを用いた場

合は発 病が低い ( 田 中， 19 69 : 安 永， 19 81 ) と される

が， ダイズ 白絹病では被誼資材 の種類( イ ネ ， コ ム ギ，

オ オ ム ギ ) と 臼絹病の発生 と の聞 には差は認め られなか

った( イ"1リ 11・ L I. I 仁1 ， 1991)。

H 防 除 法

1 耕種的 防除法

ダイ ズ 白 絹病 に 対する耕種的な防除法 と しては， 各県

の防|徐基準で， 裁槌密度の適正化， 発病株の抜取りやt愉

作な どがMJ め られている。 また， 発生闘場では白網病菌

の繁殖防止のため， 作付直前の未熟有機物の施用は避け

るととも に ， 作付 後も抜き取った雑草を悶場外へ持 ち 出

す等の岡場衛生 に 努 め るこ と が必要である。 土壌中での

白絹病 菌のj!ti 糸 の伸長速度は p]-] 6を超えた場合 に 大き

くtfl1ililJ され， また， 菌核の 発 芽 は pH 8. 2�9 . 0の範囲

で阻害されるこ と な ど か ら， 前作収穫後の消石灰の散布

は病原菌の生育を抑制し菌核の死滅を促進する上で有効

である。 同様 に 桑 白 絹 病では， 石 灰 窒 素を 60� 75 kg/ 

10 a施用する こ と で高 い 防除効果が得 られるこ と が知

られている。 白絹病菌の菌核は土中深く坦!設される と 早

期 に 死滅するため， 前作収穫後に深;l-Yけーるこ と も次作の

伝染源を減らす上で重要であるo

土壌伝染性病害全般 に 対する防除法 と して， 汚染知|を

2 � 3年間水田 と した 後 に 畑地 に 戻す田畑輸 換が行われ

ている。 湛水中のダイズ白 絹病菌の菌核は時間の経過 と
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と も に崩壊 し ， さ ら に 湛水時の温度 を 高 め る こ と で生存

率 を 急激 に 低下 さ せ る こ と が で き る (仲川， 1999) 。 特

に 西南暖地で は 恵 ま れた 気象資源 を 生 か す た め ， 春先な

ど作付 げ 前 に 1 か 月 程度湛水化 さ せ る こ と でダイ ズ の栽

培が可能 と な る 短期湛水処理の 開発が進め ら れて い る 。

ま た ， 湛水処理 は 麦稗や フ ス マ な ど の 有機物 と 組み合わ

せ， 土壌 を 還元状態 と す る 還元消毒 を行 う こ と で そ の 防

除効果 を さ ら に 高 め る (仲川 ， 1992) こ と がで き る 。 本

法 は 白絹病の み な ら ず黒根腐病 に 対 し て も 有効であ る 。

湛水化 に よ る 白 網 病 菌 の 死滅機構 は 不 明 で あ る が，

TANAKA ら (TANAKA， 1994) は 白 網病菌菌核 の 死滅 は 水

道水だ け で は起 こ ら な い が， 畑土壌 を加 え た場合 は死滅

し ， 死滅 し た 菌核 か ら は措抗性細菌が分離 さ れ る と し て

い る こ と ， な ら び に タ バ コ 立枯病防除 に 多量 の 未熟有機

物 を 加 え 短期間湛水処理 を 行 っ た 圃場か ら 分離 し た タ バ

コ 立枯病菌 の桔抗細 菌 は， 白 絹病菌 に 対 し て も 桔抗作用

を 示 す こ と (小野， 1986 a ; 小野， 1986 b) 等 の 事実か

ら ， 湛水 に よ る 酸素の遮断の ほ か に 括抗微生物の増殖に

よ る 生物的な作用 も 関与 し て い る こ と が示唆 さ れ る 。

白絹病菌 は 多 く の作物 を侵すが， 作物 の種に よ り 発病

程 度 に 差 が あ る (EI刊， 1980 ; 岡 田 ， 1981 ) 。 寄 主 植 物

は ， 単子葉類 に較べて 双子葉類 に 多 く ， 双子葉類の 中 で

は マ メ 科お よ び キ ク 科植物 に 多 い (AyじOCK， 1966) 。 権藤

ら (権藤 ・ 有村， 1966) は， 白 網病 に 抵抗性の イ ネ と ，寵

病性の サ サ ゲ の根の汁液が本菌 の 生育 に 及 ぼす影響 を調

べ た 結果， イ ネ で は本菌の生育 を 阻害す る 成分 を 有 し ，

サ サ ゲ で は そ の 割合が少 な い こ と を 明 ら か に し て い る 。

ダ イ ズ 白絹病で は ， 白絹病の発生が少 な い ト ウ モ ロ コ シ

と 発生の 多 い ト マ ト を 用 い て 輪作試験 を 行 う と ， 輪作作

物 と し て ト ウ モ ロ コ シ を 用 い た場合 に ダ イ ズ 白網病の発

生が少 な く な る こ と が認 め ら れ る (仲川， 1999) 。 白 網

病 菌 に 対 す る 植 物 の 抵 抗 性 機 作 は 不 明 で あ る が，

HI(i( ;I NS  (H IGGI川 1927) は植物の本病 に対す る 抵抗性 の

程度 に は 白絹病菌 の 生産 す る シ ュ ウ 酸 に対す る 表皮の透

過性程度 が深 く 関わ っ て い る こ と を 示 し て い る 。 ダ イ ズ

で も 品種抵抗性 に 関す る 研究が行わ れ て い る も の の， 実

用 的 な 品種の育成 に ま で は 至 っ て い な い 。

2 物理的 防除法

太陽熱 を利用 し た 土壌消毒法 は ， ピ ー ナ ッ ツ や ジ ャ ガ

イ モ の 白絹病で試み ら れ て い る 。 本 法 は 湿 り 気 を与 え た

土 の 上 を 透明 な ポ リ エ チ レ ン シ ー ト で覆 い， 夏期の高温

を利用 し て 土中 の 温度 を 上 げ る こ と に よ り 本病菌の密度

を低下 さ せ る も の で， 臭化 メ チ ル剤 に よ る 土壌 く ん蒸や

白 絹 病 菌 に 対 し 括 抗 性 を 有 す る Trichoderma har­

zianam を 組 み 合 わ せ る と よ り 効 果 が 高 く な る (EI.AD，
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1980) 。 太陽熱消 毒 が 白 絹病防除 に 効果 を 示 す の は ， 高

熱 に よ り 本菌が死滅す る ほ か， 本病菌 に 対 し括抗性 を 示

す微生物が増加す る た め で あ る と 考 え ら れ て い る 。 太陽

熱消毒法 が ダ イ ズ 白絹病菌 に 対 し て 行わ れ た 報告 は 見 当

た ら な い が， 夏季の 高温が確保 で き ， 台風 に よ る 被害 を

受 け ず に 1 か 月 程度 の ポ リ エ チ レ ン シ ー ト に よ る 被覆が

可能 な 地帯で あ れ ば， 効果 は 期 待 で き る も の と 思 わ れ

る 。 ま た ， 熱 を 用 い た 防 除 法 と し て は こ の 他 に 西 ら

(西， 1991 ) が熱水 を 用 い て 土壌消毒 し た 例 も あ る 。

3 化学的 防除法

ダイ ズ 白 絹病 に 対 す る 防除薬剤 に は ， 土壌 く ん蒸剤 と

し て ク ロ ル ピ ク リ ン 剤 と 臭化 メ チ ル剤が あ り ， 本病 に 対

し と も に 顕著 な効果 を 示 す 。 し か し ， 臭化 メ チ ル剤 は 地

球規模の 温暖化防止対策 と し て 西暦 2005 年 ま で に 全廃

す る こ と が国際的 に 決議 さ れ て お り ， 本剤の代替 え を 目

的 と し た 対策 の 確立が強 く 求 め ら れ て い る 。 ま た ， 水和

剤 と し て は ， 現在 ト ル ク ロ ホ ス メ チ ル剤 と フ ル ト ラ ニ ル

剤があ り ， ト リ ク ロ ホ ス メ チ ル 剤 は 土壌濃注で， ま た ，

ア ル ト ラ ニ ル剤 (仲川 ・ 山 口 ， 1991 ) は株元散布で 高 い

防除効果 を 示 す 。 こ の他 に ， 農薬登録 は な い も の の メ プ

ロ ニ ル剤 (安永， 1986) な ど も 本病 に 対 す る 防除効果が

高 い 。

4 生物的 防除法

白網病に対す る 生物的防除法 と し て は タ バ コ 白絹病で

Trichoderma 1忽110仰m を 用 い た 防 除 法 が検 討 さ れ，

1968 年 に は 生物農薬 と し て 登録 ・ 実 用 化 さ れ て い る 。

ダ イ ズ 白 絹 病 に つ い て も 汚 染 圃 場 か ら 分 離 し た Tri­

choderma harzianum の培養菌体 を 培土時 に ダ イ ズ の株

元 に 処理す る こ と で フ ル ト ラ ニ ル 剤 に 匹敵 す る 防除効果

を 示す こ と が明 ら か に さ れ て い る (仲川， 1997) 。 ま た ，

白絹病菌 を連続接種 し た 闘場 で は 土壌 中 の ト リ コ デ ル マ

属菌数が増加 し ， 結果的 に 白 絹病の発生が低下す る こ と

が認め ら れ る 。 白 絹病菌 は 分類学上 キ ノ コ (担子菌類)

の仲間 と さ れ る た め ， 白絹病菌の代わ り に ダ イ ズ に 病原

性の な い食用 キ ノ コ ( シ イ タ ケ ， ヒ ラ タ ケ ) の 培養物 を

処理す る こ と で土壌の ト リ コ デ ル マ 属菌の割合 を 高 め る

こ と がで き ， 本病 を 効果 的 に 防除す る こ と が可能で あ る

(仲1 1 1 ， 1997) 。 白 絹 病菌 に 対 し Gliocladium vi・rens，

Trichoderma harzianum， Aspergilus tereus， Bacillus 

subtilis， Serratia marcescens お よ び Streρtomyces

alubus な ど の 措抗菌 を 用 い た 防除試験が行わ れ て い る

が， こ れ ら は 試験段階の も の で あ り ， 実用段階 に 達 し た

も の は見 あ た ら な い。
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お わ り に

1978 年か ら 行わ れ た 水 田 利 用 再編対策 を 発端 と す る

転換畑 での ダイ ズ の栽培 は ， そ の後下火 と な り 栽培面積

自 体が減 っ た た め病害の発生面積 も 低下 し た 。 し か し ，

1999 年 に な り 食糧 自 給率 の 向 上 を 謡 っ た 食糧 ・ 農業 ・

農村基本 法が制定 さ れ， ま た ， 2000 年 に は 水 田 を 中 心

と し た 「土地利用型農業活性化対策大綱J が実施 さ れ，

本大綱 に 基づ い た 積極的 な ダ イ ズ の 生産振興が図 ら れ る

こ と と な っ た 。 こ の結果， 転換畑等での 白絹病 を 始 め と

す る 立枯性病害 の 発生増加が再 び懸念 さ れ る よ う に な

り ， 現在， こ れ ら 病害 に 対す る 防除法 の 確立 と 抵抗性品

種の育成が急務 と な っ て い る 。 現在 ま で ダイ ズ 白絹病に

対 し て は様々 な 角 度 か ら の 防除法の 開発が行わ れて い る

も の の， 現実的 に は経営的 に 成 り 立 つ 防除技術の 開発が

必要で あ り ， こ の た め に は抵抗性品種の育成 と と も に 耕

種的な 防除技術 を 基盤 に 据 え ， 農薬の ス ポ ッ ト 施用 等 い

く つ かの 防除法 を組み合わ せ た 効率的 な 防除技術の開発

を行 う 必要が あ る だ ろ う 。
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